



















































































                                                                         
　１８５４年 １０月６日　ダブリン（アイルランド）に生まれる         
　　６４年（１０歳） ポートラ・ロイヤル・スクール入学                   
　　７１年（１７歳） トリニティ・コレッジ（ダブリン）入学               
  マハフィー教授（ギリシア史）に師事                
　　７４年（２０歳） オクスフォード大学モードレン・コレッジ入学         
  ラスキン、ペイターに会う                          
　　７７年（２３歳） マハフィー教授らとギリシア、イタリア旅行           
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　　７８年（２４歳） 『ラヴェンナ』（詩）によりニューディゲイト賞受賞   
  オクスフォード大学を首席で卒業                    
　　８２年（２８ 歳） アメリカ講演旅行                                  
　　８４年（３０歳） コンスタンス・メアリー・ロイドと結婚               
　　８５年（３１歳） 長男シリル誕生                                     
　　８６年（３２歳） 次男ヴィヴィアン誕生                               
  『ウーマンズ・ワールド』の編集長となる            
　　８８年（３４歳） 『幸福な王子とその他の物語』（童話）（その他の物語
  に「ナイチンゲールとバラ」、「わがままな巨人」、
  「忠実な友」、「すばらしいロケット」）                 
　　８９年（３５歳） 「W・H氏の肖像」（評論）                         
　　９１年（３７歳） 『パデュア公爵夫人』ニューヨークで上演。ただし『グ
  イード・フェ ランティ』というタイトルであった。
 「社会主義下の人間の魂」（評論）                     
 『インテンションズ』（評論）（「嘘の衰退」、「ペン、鉛
  筆、そして毒」「芸術家としての批評家」、「仮面
  の真実」を収める）   
 『アーサー・サヴィル卿の犯罪とその他の物語』（小説）
  （その他の物語に「秘密のないスフィンクス」、「カ
  ンタヴィルの幽霊」、「模範的な金持ち」）            
                  アルフレッド・ダグラス（愛称ボウジー、クインズベ
  リー侯爵の三男、ワイルドより１６歳年下）に会う
 『ドリアン・グレイの肖像』（小説）                   
 『ザクロの家』（童話）（「若い王」、「王女の誕生日」、
  「猟師とその魂」、「星の子」を収める）
 『サロメ』（フランス語）をパリで執筆                  
　　９２年（３８歳） 『ウィンダミア婦人の扇』初演                       
　　９３年（３９歳） 『サロメ』（フランス語）出版                       
 『なんでもない女』初演                                
　　９４年（４０歳） 『サロメ』（ダグラスによる英訳、ビアズリーによる挿
 画）出版
　　９５年（４１歳） 『理想の夫』初演                                   
 『まじめが肝心』初演                                  
48 
 クインズベリ裁判（ワイルド、クインズベリ侯爵を誹
  毀罪で訴えるも侯爵は無罪）                              




  ディング刑務所に移る）                   
　　９６年（４２歳）　 パリで『サロメ』初演                              
　　９７年（４３歳）　 刑務所を出所。セバスチャン・メルモスという仮名で
  フランスのベルヴァールに住む                           
　　９８年（４４歳） 『レディング刑務所の歌』（詩）                    
 妻コンスタンス没（享年４０歳）                        









































































































































































































































































1 下田歌子 旧姓平尾　鉐（せき）。１８歳で宮中に出仕し、時の皇后より和 歌の
　（１８５４ － １９３６） 才を認められ、「歌子」の名を賜る。下田猛雄と結婚  し、下田 姓と
 なる。華族女学校（後の学習院女子部）学監兼教授を経て、 １８９９
 年に帝国婦人協会私立實踐女学校・女  史工芸学  校（実践女子学園
 の前身）を創設。
2 本間久雄 英文学者、国文学者。早稲田大学名誉教授、実践女子大学名誉教




　（１９１２ － １９９１） 授。『仮面の真理―ポーズの作家 オスカー・ワイルド』で文学 博士。
 『イギリス世紀末文学概観』、『イギリス文学史要説』、『英米文学作
 家作品年表』（共著）、翻訳に G・グリーン『叔母との旅』、『ファ ・ー
 コール』他。
4 アイルランド生まれの作家
　　 　スウィフト（Jonasan Swift １６６７ － １７４５） 
 『ガリバー旅行記』、 『桶物語』
　　　 ゴールドスミス（Oliver Goldsmith １７２８ － １７７４）
 『ウェークフィールドの牧師』
　　　 シェリダン（Richard B. Sheridan １７５１ － １８１６）　
 『悪口学校』




　　　 イェイツ（William B. Yeats １８６８ － １９３９）
 ノーベル文学賞受賞。アイルランド文芸復興に尽力し、アイルラン
 ド文芸協会設立。『アシーンの放浪』、『めぐれる階 』  、『鷹の井戸』
きざはし
　　　 ジョイス（James Joyce １８８２ － １９４１）
 『ユリシーズ』、『フィネガンズ・ウェーク』
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　　　 ベケット（Samuel Becket １９０６－ １９８９）
 ノーベル文学賞受賞。『ゴドーを待ちながら』
５マハフィー教授（John Pertland Mahaffy １８３９ － １９１９）
 古典学者。トリニティ・コレッジ教授。
６ ジョン・ラスキン（John Ruskin １８１９ － １９００）
 美術批評家、社会思想家。『近代画家』、『建築の七灯』、『ヴェニス
 の石』、『ごまと百合』、『この後の者にも』
７ ウォルタ ・ーペイタ （ーWalter Pater １８３９ －１８９４）
 批評家、作家。『ルネサンス』、『エピクロス主義者マリウス』
８ サマーセット・モーム（William Somerset Maugham １８７４ － １９６５）
 作家。『人間の絆』、 『月と六ペンス』、『雨』
９ イプセン（Henrik Ibsen １９８２－ １９６４）
 ノルウェーの劇作家、詩人。近代劇の父といわれる。『人形の家』、
 『幽霊』、『ヘッダ・ガブラー』、『民衆の敵』
１０   personを「若い女」と訳している。（筆者注）若い女が ‘girl’ とか‘woman’とか‘lady’
　 とか自分の身分や身柄を明示したくないときに‘person’を使う。また召使いが下層
　 の未知の女の来訪をとりつぐときも、これを用いる。
１１ 「結婚というものは相互の誤解の上に成り立つ」と「アーサ ・ーサヴィル卿の犯罪」
　 第一章でも述べている。
１２ しばしば作者は上流階級が下流階級にたいして行為の模範を示すべき責任があると
　 説いているが、ここではそれを逆説的にいっている。
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